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【方法】冠動脈疾患の精査のため冠動脈 CT および心臓カテーテル検査が施行された連続 134 名
（年齢 69 ± 8 歳、男性 74％、陳旧性心筋梗塞 24％）を対象に、心外膜脂肪と大動脈起始部圧




【結果】体表面積で補正した心外膜脂肪体積は、年齢(r=0.24、 P<0.01)、body mass index (r=0.38、 
P<0.001)、大動脈収縮期圧(r=0.21、P<0.05)、大動脈脈圧(r=0.23、P<0.01)、左室駆出率 (r=0.22、






と関連することが示された。   





【方法】冠動脈疾患の精査のため冠動脈 CT 検査および心臓カテーテル検査が施行された連続 134 名
（年齢 69 ± 9 歳、男性 74％、陳旧性心筋梗塞 24％）を対象に、心臓周囲脂肪と大動脈起始部圧お




【結果】体表面積で補正した心臓周囲脂肪体積は、年齢(r=0.24、 P<0.01)、body mass index 
(r=0.38、 P<0.001)、大動脈収縮期圧(r=0.21、P<0.05)、大動脈脈圧(r=0.23、P<0.01)、EF 
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